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１ 課題名
地元認知度向上発信課題

２ 課題目的
本講義受講生が生まれ育った、または住んでいる自治体（以下、「地元」）は、それぞれ先人の努力と革新によって今日まで発展した。その過程で様々な名産や名物が作り出され、現在でも受け継がれている。しかしながらIT技術の目覚ましい発展により、これまでの紙媒体での情報発信（広報誌など）だけでは情報が十分に届いていないという認識が当自治体にもある（特に紙媒体離れしている若い世代）。
暮らしやすい街にするために生活に関する様々な行政施策は行っているものの、その施策や制度などを発信できておらず、当自治体に暮らす人が自身の街の魅力を知らないといった事も課題である。そのため、人口が減少傾向にあり、数年後には自治体として存続が危ぶまれる。
そこで、地元認知度向上発信課題（以下、「本課題」という。）では、すでに広く知られている地元の魅力から地元民ならではこそ知りうる魅力を中心に、若い世代に興味を持ってもらえるような広告やPRを制作し、地元の認知度の増加を目的とする。

３ 課題期間
令和4年7月7日（木）から令和4年7月28日（木）まで

４ 課題内容
本課題では上記の目的を踏まえ、以下の課題について企画、提案すること。
（１）地元認知度向上のための広告またはPRの制作
① 上記の課題目的を踏まえ、企画立案、構成案、発信媒体選定、著作権等の処理等の必要な作業一切を行うこと。
② ターゲットを明確に示すこと。
③ ターゲットに適切な情報発信媒体を明確に示すこと。 
④ 広告物に人物が登場する場合は、参加者の責任において登場人物に対し、出演の
許諾を得ること。
（２）広告・PRの配信実施 
① 設定したターゲットに対して効率的にアプローチするための媒体があれば提案すること。
② ウェブや SNS を活用したプロモーションを想定しているが効果的なプロモーションがある場合は、その内容について提案することも可とする。
 
５ 成果物
（１） 企画書
（２） その他本課題で作成した資料のうち、本講義の講師が指示する資料

６ 納品場所及び期限
（１） 納品場所
愛知淑徳大学星ヶ丘キャンパス 13A
（２） 納品期限 
令和4年7月28日（木）

７ 留意事項
（１）この仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた事項については、その都度
協議のうえ決定することとする。
（２）参加者は、本課題を通じて知り得た情報を機密情報として扱い、目的外の
利用、第三者に開示、漏えいしてはならない。講義終了後もまた同様である。
（３）本課題の成果物及び納品物に関する著作権は提出した時をもって、譲渡するもの
とする。

